






合国最高司令部（General Headquarters, the Supreme Commander for the Allied Powers, 以下 GHQ）
によって接収された。その後、約２ヶ月間の改修工事を経て、1946年２月24日にアーニー・パイ
ル劇場として開館した。GHQの接収施設が集中した日比谷に位置し、GHQ本部（旧第一生命

















































府の組織によって分類されている９。今回調査した資料は、「RG111 “Records of the Ofﬁce of the 
Chief Signal Ofﬁcer”, Photographs: Signal Corps U.S. ARMY, Photographs of American Activity, 1900- 
1981」に収められたものであった。






























































































































































































































17 　「ミカド」に関しては次の論文が詳しい。Tara Rodman, “A more Humane Mikado: Re-envisioning the Nation 
through Occupation-Era Productions of The Mikado in Japan”, Theatre Research International, Vol. 40（3）, 
October 2015.
18 　久我前掲注、７頁。
19 　『マッセズ』１号、1946年12月、ページ記載なし。
20　久我前掲注、７頁。
21　「アーニー・パイル劇場専属舞踊団員募集」『読売新聞』1946年３月30日。
22 　緒崎勝一郎「アーニー・パイルの踊子たち」『淑女』１巻３号、1948年３月、14頁。
23 　「千田是也文庫千田是也ノート」J23、早稲田大学坪内博士記念演劇博物館収蔵。
24　伊藤道郎「アニー・パイル劇場のこと」『日本演劇』５巻７号、1947年10月、41～42頁。
25 　串田紀代美「交錯する東西の視線―占領期アーニ ・ーパイル劇場における伊藤道郎の演出法―」
『音楽文化学論集』５号、2015年３月、127～130頁。
－（39）－
26　「タバスコ」『東京新聞』1947年12月19日。
27 　占領軍調達史編さん委員会編『占領軍調達史―部門編（芸能・需品・管財編）―』１、調達庁総
務部総務課、1957年、６頁。
28 　表１に掲げた公演一覧の演目中、「ミカド」だけが「日本ニュース」戦後編第33号チャプター３
「御法度の歌劇 “ミカド” 上演」で見ることができる。「日本ニュース」は、太平洋戦争を間近に控
えた1940年から1951年まで製作されたニュース映画である。現在は、NHK戦争証言アーカイブスの
ニュース映像に収録されている。http://www2.nhk.or.jp/archives/shogenarchives/jpnews/movie.cgi?das_
id=D0001310033_00000&seg_number=004。
－（40）－
－（41）－
－（42）－
－（43）－

